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製品仕様書（案）
○○路線データ製品仕様書
（1.1.の題名と同じものを記入）
※赤文字箇所を書き換えて製品仕様書を作成してください。その他の箇所は必要に応じて書き換えてください。
※青文字箇所は記入する際の注意事項等を示しています。作成する際は削除してください。
	国土地理院作成の｢応用スキーマ｣及び｢品質の要求及び評価｣を用いる場合は、国土地理院ＨＰ掲載の｢応用スキーマ｣及び｢品質の要求及び評価｣の内容を確認したうえで、本サンプルの赤文字箇所を書き換えて製品仕様書を作成し、それらを添付してください。


20XX年07月01日（1.1.の日付と同じものを記入）
○○地方整備局○○事務所（3.3.の問い合わせ先と同じものを記入）
　TEL　0000-00-0000
1. 概覧
1.1. 地理空間データ製品仕様書の作成情報
・題名：○○路線データ製品仕様書（表紙と同じものを記入）
・日付：20XX-07-01（本製品仕様書の作成年月日。表紙と同じものを記入）
・作成者：○○地方整備局○○事務所（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
・言語：日本語
・分野：道路計画（道路計画、都市計画、土地改良など測量分野名を記入）
・文書書式：PDF
1.2. 目的
本製品仕様書に基づく地理空間データは、国道○号の道路工事に伴う路線測量を目的とする。（簡潔な記述でよい）
1.3. 空間範囲
○○県○○市（○○地区などでもよい）
1.4. 時間範囲
期間の始まり：20XX-09-01
　期間の終わり：20XX-12-20
（作業期間を記入。業務の委託期間でよい）
1.5. 引用規格
・測量法
・○○公共測量作業規程（作業に使用する規程等を記入）
・地理情報標準プロファイル（JPGIS）2014
・測量成果電子納品要領　令和3年3月版
（準拠する規程類を適宜記載）
 1.6. 用語と定義
地理情報標準プロファイル(JPGIS)　附属書5（規定）定義
・数値地形図データ取得分類

国土交通省公共測量作業規程の付録７　公共測量標準図式の取得分類

・数値地形図データファイル

国土交通省公共測量作業規程の付録７　公共測量標準図式に対応したデータファイル。測量成果電子納品要領の「標準図式データファイル」と同義語。
1.7. 略語
特になし（説明する必要があれば記入）
2. 適用範囲
2.1. 適用範囲識別
○○路線データ製品仕様書適用範囲（1.1.の題名に合わせる）
2.2. 階層レベル
データ集合
3. データ製品識別
3.1. 地理空間データ製品の名称
路線データ
3.2. 日付
20XX-12-20 （データ作成年月日を記入。1.4.の期間の終わりに合わせる）
3.3. 問合せ先
○○整備局○○事務所　TEL　0000-00-0000　FAX　0000-00-0000
（測量計画機関の担当部署名。表紙と同じものを記入）
3.4. 地理記述
○○県○○市（1.3.空間範囲と同じものを記入）
4. データ内容及び構造
別添「路線データ製品仕様書応用スキーマ（平成26年4月　国土地理院）」のとおり。
（上記の応用スキーマを用いない場合は、｢4.データ内容及び構造｣に応用スキーマを記載したオリジナル製品仕様書を作成しなければならない）
5. 参照系
5.1. 空間参照系
参照系識別子：JGD2011 / ○(X, Y)
X座標及びY座標は、小数点以下3桁とする。
（〇には座標系番号を記載する。通常はJGD2011/平面直角座標系〇（X,Y）を用いる）
5.2. 時間参照系
参照系識別子：GC / JST
（通常はGC（西暦）/JST（日本標準時）を用いる。和暦の場合はJC、協定世界時の場合はUTC）
6. データ品質
国土交通省公共測量作業規程に基づき、別添「路線データ製品仕様書品質の要求及び評価（平成26年4月　国土地理院）」のとおりとする。
（SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式での符号化とする場合は、「※データ品質副要素のうち論理一貫性（書式一貫性、概念一貫性）については、別紙の品質評価基準を適用する」と追記し、「論理一貫性・書式一貫性」及び「論理一貫性・概念一貫性」の記述を符号化する書式に応じた内容に書き換えたものを別紙に示すこと）
（上記の品質の要求及び評価を用いない場合は、｢6.データ品質｣に品質の要求及び評価を記載したオリジナル製品仕様書を作成しなければならない）
7. データ製品配布
7.1. 書式名称
｢地理情報標準プロファイル(JPGIS)　附属書8（参考）XMLに基づく符号化規則｣を用いる。
（GML形式のデータを作成する場合は、｢地理情報標準プロファイル(JPGIS)　附属書12（規定）地理マーク付け言語（GML）｣を用いることを記述する）

（必要に応じ、SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式での符号化も可能。これらを使用する場合は、符号化する書式名称を記述する。ただし、測量成果電子納品要領に基づきSXFはSXFver3.0レベル2以上、標準図式データファイルは公共測量標準図式数値地形図データファイル仕様に従うことを原則とする。SXF+CSVはSFXver3.0の普及までの暫定措置としてSFXver2.0を可とする。）
7.2. 符号化仕様
｢地理情報標準プロファイル(JPGIS)　附属書8（参考）XMLに基づく符号化規則｣を用いる。JPGIS 標準スキーマのXML Schema は、国土地理院ホームページよりダウンロードする。
（SXF、数値地形図データ、SXF＋CSV形式で符号化する場合は、｢別紙参照｣と記述し、別紙に符号化仕様を示すこと）
■タグ名対応表　パッケージ名称：路線データパッケージ（タグ名：RoSP）

	クラス名
	属性・関連役割名
	タグ名

	地物
	
	Feature

	
	取得分類コード
	FeatureCode

	
	精度_数値化区分
	SurveyMethod

	
	精度_地図情報レベル区分
	ScaleLevel

	
	取得年月日
	CreateDate

	IP
	
	IP

	
	地点
	Position

	
	測点名
	Name

	主要点
	
	CardinalPoint

	
	地点
	position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	中心点
	
	CenterPoint

	
	地点
	Position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	中心線
	
	CenterLine

	
	場所
	Location

	
	図形区分
	GeometricalElement

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	ＩＰ番号
	IpNo

	
	開始測点名
	StartElementPoint

	
	緩和曲線開始距離
	StartAddDistance

	
	終了測点名
	EndElementPoint

	
	緩和曲線終了距離
	EndAddDistance

	
	半径又はパラメータ
	Parameter

	
	左右区分
	RightLeft

	中心杭
	
	CenterPeg

	
	地点
	Position

	
	路線属性区分
	RouteAttribute

	
	路線番号
	Number

	
	測点名
	Name

	
	単距離
	AddDistance

	
	追加距離
	CumulativeDistance

	
	標高
	Elevation

	用地幅杭
	
	SiteRangePeg

	
	地点
	Position

	
	測点名
	Name


8. メタデータ
JMP2.0に基づいて作成する。
9. その他
基準点測量は、基準点測量製品仕様書に準拠する。

地形測量は、地形測量製品仕様書に準拠する。

（必要があれば、中間成果の作成方法・品質などを規定してもよい）

